
試験研究成果普及情報 

［目的および背景］ 

 ニンジンのトンネル春夏どり栽培では施肥量の削減技術の確立が望まれている。従来の栽培法は全面に施肥後、ベッド幅を110cmと
し、ベッド間に通常60cm幅の通路をもうけ、ベッドにはポリフィルムをマルチする。この通路部分の肥料はニンジンに利用されていないと
考えられる。そこで、マルチを張るベッド部分のみに施肥を行い、通路部分には施肥しないマルチ内施肥法を用いた減肥料栽培技術を
開発する。 

［成果内容］ 

１．マルチを張るベッド部分のみに施肥を行うマルチ内施肥法により慣行施肥窒素量15kg/10aに対して窒素施用量は6～
10kg/10aで慣行と同等の収量を得ることができる。基肥窒素量6kg/10aの場合、窒素の減肥率は慣行の60%になる。 

２．マルチ内施肥機を開発した。当機はトラクターの前部に市販のフロント施肥機を装着し、後部のロ－タリ－に市販のシーダー
マルチャーを装着したものであり、マルチ内施肥、は種、マルチ張りの三行程を同時にできる。使用に際してはあらかじめフロント
施肥機の散布幅をベッド幅に調整し、施肥量を確認する必要がある。フロント施肥機の価格は約10万円、シーダーマルチャーは
約45万円である。 

３．追肥は不要である。 

［留意事項］ 

１．前作の残存肥料、ほ場の肥沃度によって施肥量を調節する必要がある。 

 ニンジンの窒素吸収量は８～10kg/10aなので、前作に葉菜類などを栽培した肥沃度の高いほ場では窒素施用量6kg/10aで栽
培が可能であるが、肥沃度の低いほ場では窒素施用量を10kg/10a程度にすることが望ましい。 

２．マルチ張り、は種を良好に行うために、施肥直前に全面にロ－タリ－をかける必要がある。 

３．本試験ではＣＤＵ態窒素を含む化成肥料（窒素10%、リン酸13%、加里10%）を用いた。窒素以外のリン酸、加里各成分について
は慣行施肥量並みの施用量とすることが望ましい。 

［普及対象地域］  火山灰土畑作地帯 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 

部門 土壌肥料 対象    普及 

課題名：マルチ内施肥によるトンネル春夏どりニンジンの減肥料栽培 

［要約］マルチを張るベッド内のみに施肥する（以下、マルチ内施肥とする）ことでニンジンのトンネル春夏どり栽培における
施肥量を大幅に低減できる。マルチ内施肥の場合、6～10kg/10aの基肥窒素量で栽培が可能であり、慣行と同等の収量を
得ることができる。 
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